
主目的 2 6 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

予防接種を実施することで、市民が感染症へ感染することを予防する。

内容

（手段）

◆平成25年度実施内容

・予防接種は、保健センタ－で実施する集団接種(BCG)と医療機関で実施する個別接種(麻

しん風しん混合、四種、三種、二種混合、日本脳炎、ヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸がん予

防ワクチン)があるが、全ての予防接種対象者に個別に通知した。また、安全な予防接種を

実施するため、個人の接種を管理するとともに、広報、ホームページで周知した。

・インフルエンザの予防接種の費用の補助を実施した。

・愛知県の緊急促進事業として大人の風しんワクチン予防接種の費用の補助を行なった。

・職員は、予防接種の実施及び予診票の発送、点検、委託料の支払事務を行った。

◆２５年度直接経費の内訳

　予防接種協議会等委員謝礼等（45千円）

　消耗品・通信運搬費・備品等（4,200千円）

　予防接種委託料（345,498千円）

　予防接種補助金（32,771千円）
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　予防接種補助金（32,771千円）

・その他財源の内容：インフルエンザ予防接種接種料（15,475千円）

　　　　　　　　　　　　　後期高齢者医療制度特別対策補助金（2,109千円）

○平成26年度実施内容

・集団接種、個別接種については、平成26年10月より定期予防接種化となる予定の水ぼう

そう、大人の肺炎球菌ワクチンを個別接種に加え実施する。

・インフルエンザの予防接種の費用の補助については、平成25年度と同様に実施する。

◆２６年度直接経費の内訳

　予防接種協議会等委員謝礼等（120千円）

　消耗品・通信運搬費・備品等（10,145千円）

　予防接種委託料（423,376千円）

　予防接種補助金（60,229千円）
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達成状況

集団接種、個別接種を実施することで、市民が感染症へ感染することを予防した。な

お、麻しん風しん混合の実績値が半減しているのは平成20年4月から5年間の経過措

置として、中学1年生・高校3年生に相当する年齢の人を対象に実施していた麻しん・

風しん混合ワクチン第3期・第4期の予防接種が平成25年3月に終了したことによるも

のである。
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乳幼児期の予防接種が過密になり、事故等の発生の恐れがある。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由方向性の判定

維　持

平成２６年１０月より予定の水ぼうそうワクチン、大人の肺炎球菌ワクチンの任意から

定期接種への変更等に対応しつつ、引き続き、集団接種、個別接種を実施し、市民が

感染症へ感染することを予防する。

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

平平平平

成成成成

２２２２

７７７７

年年年年

度度度度

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方
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２７年度以降

の改善案

乳幼児期の予防接種が過密になり、事故等の発生の恐れがあるので、引き続き実施

医療機関への注意喚起を促すとともに、予防接種の変更等に適切に対応していくこと

とする。

実実実実

施施施施
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果果果果

予防接種の変更等に適切に対応しつつ、引き続き、集団接種、個別接種を実施する。判定理由

小児マヒ、麻しん、風しん、日本脳炎等への感染者が増加し、入院患者、死亡者が増

加する。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


